
2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の発生直後から、建築関連団体はそれぞれの団
体の役割や特性に応じて建築物の応急危険度判定、建築・住宅相談、調査、提言
等の活動をおこなってきました。震災から約 2 か月が経過した 5 月 16 日、各団
体がどう取り組んできたかの情報交換、今後の被災地の復興支援に建築界が連携
して活動を行うための意見交換をおこない、「建築関連団体災害対策連絡会」とし
て共同アピールを宣言しました。本展では、各団体の活動から主に日本建築学会
のまちづくり展・連続ワークショップ、日本建築家協会（ＪＩＡ）の応急仮設住
宅支援活動等を中心に、各団体の取り組みを紹介します。
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この秋、国際建築家連盟（UIA）の世界大会が開催され、世界中から建築家たちが東京に集結します。

2011 年 9 月 25 日から 10 月 1日、UIA2011 東京大会（第 24 回世界建築会議）が、
東京国際フォーラムにて開催されます。建築界のオリンピックとも言われる UIA
大会の開催地東京に世界中から建築家が集結。東日本大震災の状況をふまえ、新
しく「災害を乗り越え、一丸となって、新しい未来へ！ (Beyond Disasters, 
through Solidarity, towards Sustainability)」を合言葉とし議論を展開しメッセー
ジを発信します。本展では、UIA 大会の開催への取り組みを紹介します。
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